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䠑䠊᭱ᚋ䛻 
ᅇ、Ⅳ⣲繊維のᡭ୕♫の特許ศᯒ䜢⾜䛳䛶䜏

た䚹䜎ず出願௳数䜢ྵ䜑䜛ศᯒでは、ᮾ䝺の特許のᙳ
㡪ຊ䛜☜ㄆ䛥䜜た䚹୍᪉出願௳数䜢ྵ䜎䛺䛔ศᯒでは、
ᮾ䝺䛸୕⳻䛸䛜ᣕᢠし䛶䛔䜛⤖ᯝで䛒䛳た䚹䛭し䛶୕⳻
䛜、権利化䛻ᙉ䛔䛣䛸も明䜙䛛䛻䛺䛳た䚹 

ᮏศᯒἲは、ᕷ㈍の⾲ィ⟬䝋䝣䝖でィ⟬ཬ䜃స⾲䛜
ྍ⬟で䛒䜚、気㍍䛻ศᯒ䛜ྍ⬟で䛒䜛䚹᭦䛻、ศᯒ項┠
のẚ重➼もྛ自の⪃䛘䛻ᛂ䛨䛶ኚ᭦䛜でき䜛ので、䛸
䛩䜛ศᯒ┠ⓗ䛻ᛂ䛨䛶、ኚ䛘䜛䛣䛸䛜でき䜛䚹ᵝ䚻䛺
業のศᯒ䜢⾜䛳䛶䜏た䜙䛹で䛒䜝䛖䛛䚹 
 
䠘ཧ⪃ᩥ⊩䠚 

(1)2011 年の特許動ྥ䛛䜙䜏䜛ୡ⏺の㠉᪂業䝖䝑プ 100
♫䜢発⾲(䝖䝮䝋ン䜲䝜䝧ー䝅䝵ン) 
http://ip-science.thomsonreuters.jp/press/release/2011/
515197/ 

 
(2)Ⅳ⣲繊維ᙉ化プ䝷ス䝏䝑䜽 特許⥲ྜຊ䝷ン䜻ン䜾 ᮾ䝺

䛜᩿䝖䝒 1 䠄䝟䝔ン䝖䝸䝄䝄ル䝖䠅 
http://www.patentresult.co.jp/news/2012/01/CFRP.html 
 
(3)CFRP の▱㈈䝬䝑プ䠋Ⅳ⣲繊維でୡ⏺䝅䜵䜰 7 䜢༨䜑
䜛᪥ᮏ業の▱㈈ໃຊᅗは䠛 
http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1205/31/news
001.html 

 
(4)ᖹᡂ 23 年ᗘ 特許出願ᢏ⾡動ྥㄪ査ሗ࿌᭩ 

Ⅳ⣲ᮦᩱཬ䜃䛭のᛂ用ᢏ⾡ 
http://www.jpo.go.jp/shiryou/pdf/gidou-houkoku/23tans
o_ouyou.pdf 
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ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕によるイノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性 

 
 

 （ᚋ⸨ྜྷ正㸦ྡ古ᒇ大学）㸪⋞場公つ㸦❧㤋大学ۑ

 

 
1. はじめに 

イノ࣋ーࣙࢩンによって出された価್を、イノ࣋ーターがா受できなけれࡤイノ࣋ーࣙࢩン出の

ࣔチ࣋ーࣙࢩンを⥔持できない。また、イノ࣋ーࣙࢩンのᢞ資がᅇされないならࡤ、イノ࣋ーࣙࢩ

ン出を⥅続できない。イノ࣋ーࣙࢩンによる価್造と出された価್の⋓得を୧❧させること、༶

ネジ࣓ントの重要課題であり、業活動にᚲ㡲࣐ンࣙࢩー࣋ンのᑓ᭷可能性は、イノࣙࢩー࣋イノ、ࡕ

の要件となっている。 

 特チไᗘが与する⊂༨他ᶒは、イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性の᭷ຊな手ẁとしてᮇᚅされてきた

が、ᙉᅛな特チ⩌が┈に⧅がらない事の報告も少なくない。本報告は、特チᶒを活用してᑓ᭷可能

性を確保するイノ࣋ーࣙࢩン࣐ネジ࣓ントの新たな手法として「ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕」をᥦし、そ

の᭷ຠ性とᡂ❧要件について事を用いて᳨ウする。 

 

2. ᬯ㯲の知㈈同┕の定⩏ 

 化学〇ရなどを㝖く多くの〇ရでは多ᩘのᚲ㡲特チが用され、特チの⊂༨他ᶒを行できない

業が多ᩘᏑᅾして、特チᶒによるイノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性がᮇᚅできなくなる。しかし、ᚲ㡲特チ

ᶒ者が少なく、相にクロスライセンスすると、「ᚲ㡲特チᶒ者の௬的な集ᅋ」がᚲ㡲特チᶒをᑓ᭷

し、それ௨外の業に対する⊂༨他ᶒが機能して、ᑓ᭷可能性をᙧᡂする可能性が生まれる。クロス

ライセンスዎ⣙はಶ別に二社間で⥾結すれࡤよいので、「ᚲ㡲特チᶒ者の௬的な集ᅋ」は明♧的な┕

⣙をᚲ要とせず、二社間クロスライセンスዎ⣙の集✚によってᡂ❧する。この「ᚲ㡲特チᶒ者の௬的

な集ᅋ」をᬯ㯲の知㈈同┕とࡧ、ḟのように定⩏する。 

・ ᚲ㡲特チᶒ者がಶ別に㸰社間で特チクロライセンスዎ⣙を⥾結する 

ዎ⣙はಶ別に⥾結され、ඹ同で➨୕者に対する㝖行Ⅽを┕⣙するものではない 

・ ᚲ㡲特チᶒ者間のクロスライセンスዎ⣙の集合はḟの 2ഃ㠃で機能する 

ձ 相のᐇチㅙによりᚲ㡲特チᶒ者は事業参ධが可能となる 

ղ ᚲ㡲特チᶒ者௨外には㠀チㅙであるため、ᙼらに対する事業参ධ㞀ቨとなる 

 

3. ඛ行研究 

 イノ࣋ーࣙࢩンが⤒῭ᡂ㛗の原動ຊであり業➇தຊにᚲ要であることはᗈく認識されているが、新

たな価್造にᡂຌしても、イノ࣋ーࣙࢩンのᢞ資に相ᛂしい┈がᖖに得られるとは㝈らない

(Teece1986)。イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性がᅔ㞴であった事の報告も多い。 

 特チไᗘは特チ発明の⊂༨他ᶒを認めるไᗘであることから、イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性の手ẁ

としてᮇᚅいるが、ᑓ᭷可能性の㈉献はᚲずしも高くないとの調査結果が報告されている。Carnegie 

Mellon Survey㸦Cohen2000）、Berkley Survey㸦Graham2009）、Patent Failure(Bessen2008)等である。

こらはᑓ᭷可能性にᐤ与する他の要因と特チไᗘをẚ㍑した結果、特チによるᑓ᭷可能性の㈉献はၟ

ရのඛ行上ᕷや機ᐦ⟶理などの他の要因にཬࡤないとしている。  

「ᬯ㯲の知的㈈⏘同┕」は、特チไᗘの┤᥋的で༢純な活用ではなく、特チᶒに関するアライアンス

であり、特チᶒをຠ果的に活用するࣅジネスࣔデルである。 

知的㈈⏘ᶒのアライアンスとしては、パテントプールがᗈく知られており、」ᩘ特チᶒ者がᡤ᭷する

特チᶒを一ᣓライセンスする仕⤌ࡳと定⩏されている(USPTO2000)。パテントプールはイノ࣋ーࣙࢩン

のᬑཬで㢧ⴭなᡂ果をめるなど(⚟ᒸ 2007)、価್造のഃ㠃での᭷ຠ性はᗈく認識されているが、ᑓ

᭷可能性のຠ果は㝈定的である。Rayna, Striukovaは、特チᶒ者のライセンス能ຊがஈしい場合や、特

チ件ᩘが少ない場合にはパテントプールによるᑓ᭷可能性がᮇᚅできるが、それ௨外の場合、えࡤ、

多ᩘのᚲ㡲特チᶒを保᭷する業では、ᑓ᭷可能性が低いと指している(Rayna2010)。このように、

本論文がᥦする「ᬯ㯲の知的㈈⏘同┕」はパテントプールとは≺いや⨨づけが異なる。 



― 962―

また、本論文が事でྲྀり上ࡆるインクジ࢙ットプリンタは、多ᩘの論文や書⡠が発⾲されているが

(ᒾ井 1997)(ᐑᓮ 2002)(䬟原・ᯇ本 2004)(⸨田 2002)(ᯇ田 2006)「ᬯ㯲の知的㈈⏘同┕」にゝཬしたも

のは見ᙜたらない。 

 

4. リࢧーチクエスチࣙン 

 2㸬で定⩏したᬯ㯲の知的㈈⏘同┕がᡂ❧し、⥅続するならࡤᑓ᭷可能性のスキー࣒としてᮇᚅでき

るが、᪤Ꮡの報告が見ᙜたらない。そこで、本論文は、ᐇを用いて、ᑓ᭷可能性もたらすᬯ㯲の知的

㈈⏘ᶒ同┕の要件を᳨ウする。このためにḟのリࢧーチクエスチࣙンをタ定する。 
[RQ1] ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕をᡂ❧・⥅続させる要件 
[RQ2] 同┕外部からのᨷᧁに対ᢠする要件 
同┕のᡂ❧にຍえ、⥅続に╔目したのは、いったࢇ、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕がᡂ❧しても、ᚲ㡲特チ

のᑓ᭷状態が⥢ࡧる༴㝤性があるからである。そもそも特チไᗘによって特チᶒが⥅続するᮇ間が㝈定

されており、ᢏ⾡㛤発によりᚲ㡲特チを代᭰するᢏ⾡が㛤発されるとᚑ来のᚲ㡲特チがᚲ㡲特チでなく

なる。 

ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕がᡂ❧してそのᑓ᭷可能性により┈が㢧ⴭになると、ᕷ場参ධをヨࡳる業

のⓏ場が定される。ᚲ㡲特チのᑓ᭷による参ධ㞀ቨに対する同┕外業のᨷᧁに対ᢠできる可能性を

リࢧーチクエスチࣙン RQ2 がၥう。 
 

5. 研究方法 

 本論文で行う事研究はインクジ࢙ットプリンタを事にྲྀり上ࡆた。その理⏤は、➨一に、ᚲ㡲特

チが多ᩘᏑᅾし、ᑓ᭷可能性のᅔ㞴性が指される㟁機〇ရに属する。➨二に、ᐇ㝿にᑓ᭷可能性の

出が認められ、ึᮇのᢏ⾡㛤発からᕷ場ᡂ⇍ᮇまでが⤒過して、事研究しやすいためである。 

 インクをᚤᑠなᾮにして印ๅ፹యに┤᥋྿きけるインクジ࢙ットプリンタは 1950 年代に本᱁的

なᢏ⾡㛤発が始まり、1990 年代௨㝆、一⯡消費者向け代⾲的プリンタとなった。このようにᗈくᬑཬし

たのは、ձ印ๅ⟠ᡤだけにインクᾮを྿きける࢜ンデ࣐ンドᆺ、ղ多ᩘノࢬルからインクᾮを྿

きける࣐ルチノࢬルの 2つのᢏ⾡がᐇ用化されたことによる。࢜ンデ࣐ンドᆺ࣐ルチノࢬル࣊ッドに

よって、高㏿・カラー・高画㉁印ๅがᐇ用化された。 

 この二つの要件を㐩ᡂしたのがࢧー࣐ル方ᘧとࣆエࢰ方ᘧの㸰つの方ᘧである。ࢧー࣐ル方ᘧはイン

クをᛴ⃭にἛ㦐させて発したẼἻのᅽຊでインクをྤ出する。ࣆエࢰ方ᘧは㟁ᅽをຍえるとᚤᑠにኚ

するࣆエࢰ(ᅽ㟁)⣲子を用いて機Ე的にインクをྤ出する。 

 ᅇの事研究でᚲ要となるᚲ㡲特チの特定は一⯡的には容᫆ではない。そこで、ᚲ㡲特チの特定は、

関ಀ者の公刊論文を参↷した。また、出㢪件ᩘや発明者ᩘの業間ẚ㍑では、日本特チを対象として IPC

分㢮を用いた特チ᳨⣴を用いてᐈ観性を確保した。 

 

6. インクジ࢙ットプリンタの事研究 

6.1㸬インクジ࢙ットプリンタのᢏ⾡㛤発⤒⦋ 

ル方ᘧであるが、それ௨㝆、1990年࣐ーࢧッドを最ึにᐇ現したのは࣊ルࢬルチノ࣐ンドᆺ࣐ンデ࢜ 

代に高画㉁カラーインクジ࢙ットのᢏ⾡がᡂの域に㐩するまでのᮇ間を、➨一ୡ代、➨二ୡ代に分け

てグ㏙する(ᯇ田 2006)。 

࠙➨一ୡ代ࠚインクをἛ㦐させて発生したᚤᑠẼἻでインクᾮをྤ出させる原理をキࣖノンが発見し

たのが 1977 年であり、その原理特チを 1977 年㹼1978 年に出㢪された 1)㹼4)。Ἓ㦐現象には᰾Ἓ㦐と

⭷Ἓ㦐があうが、᰾Ἓ㦐ではẼἻ発生の正確なไᚚは㞴しい。⭷Ἓ㦐は高 ᗘでᛴ㏿にຍ⇕すると一Ẽ

にẼἻが発生する現象で、発生したẼἻの᩿⇕ຠ果のためにḟのẼἻの発生がᢚไされる㸦⏥⸨ 1964）。

この特性がᚤᑠインクᾮの高周Ἴྤ出に㐺することに╔║して、キࣖノンはࢧー࣐ル方ᘧの原理特チ

を確❧した。しかし、インクのἛ㦐による化学ᾐ㣗や࣊ッドᦆയなどᐇ用化を㜼ࡴ様々な㞴ၥがあり、

それらをゎỴして➨一ୡ代の〇ရがⓏ場する。ࡰ同時ᮇに㛤発に╔手したࣗࣄーレットパッカードは、

ル方ᘧの最ึの出㢪を࣐ーࢧ 1981年に行い 5）、1984年にはࣗࣄーレットパッカードึのインクジ࢙ッ

トプリンタ ThinkJetを発した。キࣖノンはパࢯコン用プリンタを 1983年ᮎに発し、本᱁的なイン

クジ࢙ットプリンタ BJ-80 を 1985年に発した。 

 これに対してࣆエࢰ方ᘧを᥇用したセイコーエプࢯンは、ᖹᯈᆺࣆエࢰインクジ࢙ットの最ึの特チ

出㢪を 1978 年に 6)、✚ᒙࣆエࢰインクジ࢙ットプリンタの最ึの特チ出㢪を 1983 年に行い 7）、エプ
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リࢧーチクエスチࣙン RQ2 がၥう。 
 

5. 研究方法 

 本論文で行う事研究はインクジ࢙ットプリンタを事にྲྀり上ࡆた。その理⏤は、➨一に、ᚲ㡲特

チが多ᩘᏑᅾし、ᑓ᭷可能性のᅔ㞴性が指される㟁機〇ရに属する。➨二に、ᐇ㝿にᑓ᭷可能性の

出が認められ、ึᮇのᢏ⾡㛤発からᕷ場ᡂ⇍ᮇまでが⤒過して、事研究しやすいためである。 

 インクをᚤᑠなᾮにして印ๅ፹యに┤᥋྿きけるインクジ࢙ットプリンタは 1950 年代に本᱁的

なᢏ⾡㛤発が始まり、1990年代௨㝆、一⯡消費者向け代⾲的プリンタとなった。このようにᗈくᬑཬし

たのは、ձ印ๅ⟠ᡤだけにインクᾮを྿きける࢜ンデ࣐ンドᆺ、ղ多ᩘノࢬルからインクᾮを྿

きける࣐ルチノࢬルの 2つのᢏ⾡がᐇ用化されたことによる。࢜ンデ࣐ンドᆺ࣐ルチノࢬル࣊ッドに

よって、高㏿・カラー・高画㉁印ๅがᐇ用化された。 

 この二つの要件を㐩ᡂしたのがࢧー࣐ル方ᘧとࣆエࢰ方ᘧの㸰つの方ᘧである。ࢧー࣐ル方ᘧはイン

クをᛴ⃭にἛ㦐させて発したẼἻのᅽຊでインクをྤ出する。ࣆエࢰ方ᘧは㟁ᅽをຍえるとᚤᑠにኚ

するࣆエࢰ(ᅽ㟁)⣲子を用いて機Ე的にインクをྤ出する。 

 ᅇの事研究でᚲ要となるᚲ㡲特チの特定は一⯡的には容᫆ではない。そこで、ᚲ㡲特チの特定は、

関ಀ者の公刊論文を参↷した。また、出㢪件ᩘや発明者ᩘの業間ẚ㍑では、日本特チを対象として IPC

分㢮を用いた特チ᳨⣴を用いてᐈ観性を確保した。 

 

6. インクジ࢙ットプリンタの事研究 

6.1㸬インクジ࢙ットプリンタのᢏ⾡㛤発⤒⦋ 

ル方ᘧであるが、それ௨㝆、1990年࣐ーࢧッドを最ึにᐇ現したのは࣊ルࢬルチノ࣐ンドᆺ࣐ンデ࢜ 

代に高画㉁カラーインクジ࢙ットのᢏ⾡がᡂの域に㐩するまでのᮇ間を、➨一ୡ代、➨二ୡ代に分け

てグ㏙する(ᯇ田 2006)。 

࠙➨一ୡ代ࠚインクをἛ㦐させて発生したᚤᑠẼἻでインクᾮをྤ出させる原理をキࣖノンが発見し

たのが 1977 年であり、その原理特チを 1977 年㹼1978 年に出㢪された 1)㹼4)。Ἓ㦐現象には᰾Ἓ㦐と

⭷Ἓ㦐があうが、᰾Ἓ㦐ではẼἻ発生の正確なไᚚは㞴しい。⭷Ἓ㦐は高 ᗘでᛴ㏿にຍ⇕すると一Ẽ

にẼἻが発生する現象で、発生したẼἻの᩿⇕ຠ果のためにḟのẼἻの発生がᢚไされる㸦⏥⸨ 1964）。

この特性がᚤᑠインクᾮの高周Ἴྤ出に㐺することに╔║して、キࣖノンはࢧー࣐ル方ᘧの原理特チ

を確❧した。しかし、インクのἛ㦐による化学ᾐ㣗や࣊ッドᦆയなどᐇ用化を㜼ࡴ様々な㞴ၥがあり、

それらをゎỴして➨一ୡ代の〇ရがⓏ場する。ࡰ同時ᮇに㛤発に╔手したࣗࣄーレットパッカードは、

ル方ᘧの最ึの出㢪を࣐ーࢧ 1981年に行い 5）、1984年にはࣗࣄーレットパッカードึのインクジ࢙ッ

トプリンタ ThinkJetを発した。キࣖノンはパࢯコン用プリンタを 1983年ᮎに発し、本᱁的なイン

クジ࢙ットプリンタ BJ-80を 1985年に発した。 

 これに対してࣆエࢰ方ᘧを᥇用したセイコーエプࢯンは、ᖹᯈᆺࣆエࢰインクジ࢙ットの最ึの特チ

出㢪を 1978 年に 6)、✚ᒙࣆエࢰインクジ࢙ットプリンタの最ึの特チ出㢪を 1983 年に行い 7）、エプ

ットプリンタ࢙ン最ึのインクジࢯ IP-130K を 1984 年に発した。このようにインクジ࢙ットプリン

タをᐇ用化した意⩏は大きいが、価᱁は ThinkJet が⣙ 12 、BJ-80 が⣙ 17 、IP-130K が⣙ 50

と高価であった。その主な理⏤は、」㞧でᚤ⣽な構造の࣊ッドの〇造がᅔ㞴であったことによる。 

࠙➨二ୡ代 ットプリンタの大つᶍᕷ場の出を≺って、1987㹼1990年࢙この状ἣをᡴ◚してインクジࠚ

㡭にかけて全社的なプロジ࢙クトが始まる。キࣖノンはᶞ⬡ᡂᆺとエキ࣐ࢩレーザᢏ⾡により精ᐦなイ

ンクジ࢙ット࣊ッドの低コスト大㔞生⏘にᡂຌし、1990年に発した BJ-10㹴は、360dpiの高画㉁で低

価᱁であったためにᛴ㏿にᕷ場をᣑ大した。同じ年にࣗࣄーレットパッカードが発した DeskJet500

は 300dpi と同等の画㉁を確保した。これに対してエプࢯンは✚ᒙしたࢩート状⣲子を↝結ᩚᙧしたࣆ

エࢰ⣲子により࣊ッドᑠᆺ化㸦⣙ 1/10）にᡂຌし、1993年に 360dpiの MJ-500を発した。 

 この時ᮇの他の重要なᢏ⾡㠉新はインクᾮのྤ出ไᚚᢏ⾡である。ᚤᑠなインクᾮのྤ出が可能

となっても、高精⣽・高画㉁カラー印ๅをᐇ現するには、インクᾮを安定したࢧイࢬ・ᾮ㔞にไᚚ

し、これを正確な方向ྤ出するᢏ⾡がᚲ要となる。ࣇルカラー印ๅは、異なるⰍの」ᩘインクᾮを

ᚤ⣽な同一エリアにሬᕸすることでᐇ現されるからである。キࣖノンはἛ㦐で生ずるẼἻのᅽຊとイン

クᾮの⛣動との関ಀに╔目したྤ出ไᚚᢏ⾡を㛤発し、1990㹼1999 年に出㢪した 8）9)10）。エプࢯ

ンはࣆエࢰ⣲子を㥑動する㥑動㟁ᅽἼᙧに╔目したྤ出ไᚚᢏ⾡を㛤発した 11)。 

 こうしてࣇルカラープリンタが㛤発され、キࣖノンは 1992年に BJC-820を、セイコーエプࢯンは 1994

年に MJ-700V2C を発して、インクジ࢙ットプリンタはᛴ㏿にᬑཬしていった。えࡤ、MJ-700V2C は

720dpi の高画㉁でありながら 10 をษるᬑཬ価᱁で、⣼計 30代を㈍するお化けၟရとなった。 

業ࡈとのタ計方ᘧによってᚲ㡲特チが異なるため、他社参ධ㞀ቨとなる特チ⩌の特定は༢純ではな

い。しかし、インクジ࢙ットプリンタを担ᙜしたキࣖノン知㈈関ಀ者が「知㈈㞀ቨを構築した」キࣖノ

ンの特チについて、ಶ々の特チ␒ྕをᥦ♧してᚲ㡲特チのᏑᅾを明ゝしている㸦ຍ⸨ 2010）。 

6.2㸬ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕によるᑓ᭷可能性 

キࣖノンとࣗࣄーレットパッカードは、1983年にインクジ࢙ットプリンタに関する特チを対象にクロ

スライセンスዎ⣙を⥾結し、ඹ同㛤発を㛤始した。これは、ᢏ⾡㛤発とᕷ場出には 2社間のඹ同がᚲ

要と認識したからである㸦Ⳣ田 2009）。 

キࣖノンとエプࢯンがクロスライセンスዎ⣙を⥾結するのは 2008 年であり、それまでは知的㈈⏘ᶒ

上では⥭ᙇ関ಀにあった。しかし、2 社間は相に特チᐖッゴをᥦッせず、㸰社とも同┕௨外の業

ットプリンタ特チをチㅙせず、結果的には「ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕」の状態にあったと࢙のインクジ

ゝえる。明確なዎ⣙なしに「ᬯ㯲の同┕」の関ಀとなった理⏤は、方が相手の特チをᐇしていたか

らと᥎ される。エプࢯンが 1978 年に出㢪したࢧー࣐ル方ᘧの特チ 12）とキࣖノンのึᮇ〇ရが͆ᚤ

ጁな関ಀ͇にあった。それは、キࣖノンがエプࢯンの「出㢪を₽す」ྲྀ⤌を続けたとのキࣖノン関ಀ者

のグ㏙からఛえる(ຍ⸨ 2010)。これに対して、キࣖノン知㈈関ಀ者が「他社の事業参ධを㜼Ṇする特チ

となった」としてᣲࡆた出㢪 14 件の中の 7 件はࢧー࣐ル方ᘧに㝈定せずࣆエࢰ方ᘧでも用されるも

のであった。୧社は相の特チᐇを容認するᐇ㉁的なクロスライセンス状態であったと᥎ される。 

なお、エプࢯンとࣗࣄーレットパッカードは、2005年にクロスライセンスዎ⣙を⥾結している。 

ಶே用㏵のカラープリンタとしてᢏ⾡がᡂするにకいᕷ場がᛴ㏿にᣑ大する。キࣖノン、ࣗࣄーレ

ットパッカード、エプࢯンのඃ性が確❧し「他社がᕷ場に参ධするにはこれら 3社から OEM౪給を受

けるしかない」状ἣとなった㸦ᒾ井 1997）。ᅜ内ᕷ場では、キࣖノンとエプࢯンのᕷ場࢙ࢩアが特に高

く、1993 年㹼2003 年を通じて、2 社で 70㸣㹼80㸣㉸のᕷ場ࢩャアを⥅続した(日⤒⏘業 1995)。インク

ジ࢙ットプリンタの┈を┤᥋確認することは㞴しいが、௨上からも同┕ྛ社の大きな┈性が᥎定さ

れる。 

 

7㸬考察 

7.1㸬ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕をᡂ❧・⥅続させる要件 

 6㸬の事を分析して、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕がᡂ❧し、⥅続するための要件[RQ1]を考察する。 

㸦㸯）同┕者が少ᩘで㢮ఝの事業構造を持つこと 

 インクジ࢙ットプリンタでᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕を構ᡂした業はキࣖノン、ࣗࣄーレットパッカー

ド、エプࢯンの 3 社であった。これらの業はプリンタの〇造・㈍の事業で┈を㏣ồした。また、

インクジ࢙ットプリンタ事業がこれら 3社において基ᖿ的事業の一つであり、研究㛤発費などの⤒Ⴀ資

源をこの事業に集中的にᢞ資した。 

 このように同┕を構ᡂする業ᩘが少ᩘでなけれࡤ、ᑓ᭷可能性によるᡂ果を十分にா受できない。
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┈のጇᙜな配分の観Ⅼからは、同┕ဨのᩘは㸱社から最大でも㸳社⛬ᗘᛮࢃれる。同┕者のᩘ、༶ࡕ

ᚲ㡲特チᶒ者のᩘが少ᩘであるとは、➨一に、他社にඛ行してᢏ⾡㛤発に╔手し、〇ရ化にᚲ㡲なᢏ⾡

の㛤発にᡂຌした業が少ᩘであることを意し、➨二には、そのᚋのᢏ⾡㛤発の⤒⦋でもᚲ㡲特チを

⋓得する他業がなかったことを意する。この➨二のⅬについては、ḟ項㸦㸰）で᳨ウする。インク

ジ࢙ットプリンタの場合、ᚲ㡲ᢏ⾡の㛤発にᡂຌした業がキࣖノン、ࣗࣄーレットパッカード、エプ

ンのࢯ 3社であったことは、6㸬で㏙たとおりである。 

インクジ࢙ットプリンタの同┕ྛ社は事業構造が㢮ఝであるため、ᚲ㡲特チによって他社参ධ㞀ቨを

ᙧᡂし、ᙜヱ〇ရの事業で┈を㏣ồするという⤒Ⴀᡓ␎をඹ᭷できた。もし、1 社でも特チライセン

スによる┈を㏣ồしたならࡤ、同┕ྛ社௨外の参ධ業がⓏ場し、ᚲ㡲特チ⩌による他社参ධ㞀ቨは

構築できず、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕は機能しなくなる。 

 ௨上のインクジ࢙ットプリンタの事分析から分かるように、同┕ဨが少ᩘでその事業構造が㢮ఝで

あることが、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕のᡂ❧の要件である。 

㸦㸰）ᚲ㡲特チを⥅続的にྲྀ得した 

 同┕ 3社は、インクジ࢙ットプリンタの〇ရ化㛤発を始めた最ึᮇのẁ㝵でᚲ㡲特チᶒ者であったが、

そのᚋも、新つのᚲ㡲特チを✚ᴟ的にྲྀ得してᚲ㡲特チᶒ者のᆅを⥅続した。4㸬リࢧーチクエスチ

ࣙンで㏙たように、ᙜึはᚲ㡲特チᶒ者であっても、特チᶒの‶や代᭰えᢏ⾡の㛤発により、ᚲ㡲

特チᶒ者でなくなるリスクがある。このリスクをᅇ㑊するため同┕ྛ社はḟの対策をᐇした。 

➨一に、他社にඛ行したᢏ⾡㛤発の╔手・⥅続と、これに連動したᚲ㡲特チのྲྀ得の⥅続である。ࢧ

ー࣐ル方ᘧ࣊ッドの基本特チの出㢪は 1977 年㹼1981 年であり、ᕷ場ᡂ㛗ᮇにᶒ‶でᚲ㡲特チ⩌が

消ኻするリスクがあった。しかし、1990㹼1999年に出㢪されたインクᾮのྤ出ไᚚの特チ⩌は、6.1.

で㏙たように高精⣽・カラー・写┿画㉁の印ๅにᚲ㡲な特チであり、➨二ୡ代の基本特チ⩌をᙧᡂし

た。これらは➨一ୡ代の基本特チ出㢪から⣙ 10 年ᚋに出㢪され、ᚲ㡲特チᶒ者のᆅの⥅続を可能に

した㸦ຍ⸨ ンࢯッドの場合は、インクᾮをᩚえる㥑動パルスἼᙧに関するエプ࣊方ᘧࢰエࣆ。（2010

の特チ(11)が➨二ୡ代のᚲ㡲特チ⩌となった。 

 ➨二の対策は、インクの目ワまり㜵Ṇに関する特チのྲྀ得がある。インクが乾⇱して࣊ッドや࣊ッド

内流㊰に╔すると正ᖖな印ๅができない。このため、インクの目ワまり㜵Ṇ特チはᚲ㡲特チとなる。

これらの特チは機構が༢純であるため、これを代᭰する発明が生れる可能性が低い。このようにインク

ジ࢙ットの原理発明ではないが〇ရ化にはᚲ㡲な特チのྲྀ得が、ᚲ㡲特チ保᭷⥅続に㈉献した。 

7.2. 同┕外部からのᨷᧁに対ᢠする要件 

同┕ 3社௨外にもインクジ࢙ットプリンタᢏ⾡を㛤発した業もあるが、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕によ

るᑓ᭷可能性が持続した。ここではリࢧーチクエスチࣙン[RQ2]でᥦ㉳したᚲ㡲特チによる参ධ㞀ቨを

ᡴ◚しようとする同┕外からのᨷᧁにどのように対ᢠしたかを考察する。 

㸦㸱）同┕外業がᚲ㡲特チをྲྀ得することをᢚṆする 

 ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕௨外の業がᚲ㡲特チをྲྀ得すると、ᚲ㡲特チ⩌による参ධ㞀ቨがᔂቯして同

┕はᑓ᭷可能性を႙ኻする。この状態をᢚṆするために、同┕ྛ社は௨ୗの対策をᐇした。 

➨一の対策は、同┕㸱社௨外でᕷ場参ධをヨࡳた業よりはるかに多ᩘのᢏ⾡者をᢞධして大㔞に特チ

出㢪したことである。これが、同┕者௨外がᚲ㡲特チをྲྀ得する機会を๐いだ。ᅗ-1にキࣖノン、エプ

ット特チを出㢪した࢙同時ᮇにインクジ、ࡧンの特チ出㢪ᩘと発明者ᩘの᥎⛣、ཬࢯ A 社、B 社のそれ

とをẚ㍑した。このグラࣇが♧すように、同┕ 3社は他社をᅽಽする発明リࢯースを他社にඛ行してᢞ

ධしたことが分かる。キࣖノンはᚲ㡲特チ⩌による他社参ධ㞀ቨ構築という➇தᡓ␎に基づき、ᚲ㡲特

チにຍえそれに‽ずる特チや自社ではᐇしないが他社がྲྀ得する可能性のある特チ⩌も出㢪した㸦ຍ

⸨ 2010）。 

 ➨二の方法は、同┕外業の出㢪がᚲ㡲特チとなるリスクをᅇ㑊したことである。キࣖノンはバࣈル

ジ࢙ット方ᘧの㛤発╔手時ᮇに、バࣈルジ࢙ット方ᘧのᚲ㡲特チとなる可能性がある C社の出㢪を発見

した。もし、C 社がᛮ慮῝く⿵正するとバࣈルジ࢙ット方ᘧのᚲ㡲特チとなるリスクを察知したキࣖノ

ンは、༏ྡによる➨୕者ᑂ査ㄳồという特チ法が認める手続きを用して C社が⿵正する機会をᐇ㉁的

に㏥け、C社がᚲ㡲特チをྲྀ得することをᅇ㑊した(ຍ⸨ 2010)。 

㸦㸲）特チᐖရの生⏘をᢚṆする 

 他社によるᚲ㡲特チᐖ〇ရの生⏘・㈍をᢚṆしなけれࡤᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕はᑓ᭷可能性を႙

ኻする。えࡤ、特チᐖရのྲྀ⥾まりがᅔ㞴なᅜでの生⏘・㈍がこれにあたる。 

インクジ࢙ットプリンタの同┕ྛ社は、インクジ࢙ット࣊ッドの〇造で用いる高ᗘな生⏘ᢏ⾡とノウ
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┈のጇᙜな配分の観Ⅼからは、同┕ဨのᩘは㸱社から最大でも㸳社⛬ᗘᛮࢃれる。同┕者のᩘ、༶ࡕ

ᚲ㡲特チᶒ者のᩘが少ᩘであるとは、➨一に、他社にඛ行してᢏ⾡㛤発に╔手し、〇ရ化にᚲ㡲なᢏ⾡

の㛤発にᡂຌした業が少ᩘであることを意し、➨二には、そのᚋのᢏ⾡㛤発の⤒⦋でもᚲ㡲特チを

⋓得する他業がなかったことを意する。この➨二のⅬについては、ḟ項㸦㸰）で᳨ウする。インク

ジ࢙ットプリンタの場合、ᚲ㡲ᢏ⾡の㛤発にᡂຌした業がキࣖノン、ࣗࣄーレットパッカード、エプ

ンのࢯ 3社であったことは、6㸬で㏙たとおりである。 

インクジ࢙ットプリンタの同┕ྛ社は事業構造が㢮ఝであるため、ᚲ㡲特チによって他社参ධ㞀ቨを

ᙧᡂし、ᙜヱ〇ရの事業で┈を㏣ồするという⤒Ⴀᡓ␎をඹ᭷できた。もし、1 社でも特チライセン

スによる┈を㏣ồしたならࡤ、同┕ྛ社௨外の参ධ業がⓏ場し、ᚲ㡲特チ⩌による他社参ධ㞀ቨは

構築できず、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕は機能しなくなる。 

 ௨上のインクジ࢙ットプリンタの事分析から分かるように、同┕ဨが少ᩘでその事業構造が㢮ఝで

あることが、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕のᡂ❧の要件である。 

㸦㸰）ᚲ㡲特チを⥅続的にྲྀ得した 

 同┕ 3社は、インクジ࢙ットプリンタの〇ရ化㛤発を始めた最ึᮇのẁ㝵でᚲ㡲特チᶒ者であったが、

そのᚋも、新つのᚲ㡲特チを✚ᴟ的にྲྀ得してᚲ㡲特チᶒ者のᆅを⥅続した。4㸬リࢧーチクエスチ

ࣙンで㏙たように、ᙜึはᚲ㡲特チᶒ者であっても、特チᶒの‶や代᭰えᢏ⾡の㛤発により、ᚲ㡲

特チᶒ者でなくなるリスクがある。このリスクをᅇ㑊するため同┕ྛ社はḟの対策をᐇした。 

➨一に、他社にඛ行したᢏ⾡㛤発の╔手・⥅続と、これに連動したᚲ㡲特チのྲྀ得の⥅続である。ࢧ

ー࣐ル方ᘧ࣊ッドの基本特チの出㢪は 1977 年㹼1981 年であり、ᕷ場ᡂ㛗ᮇにᶒ‶でᚲ㡲特チ⩌が

消ኻするリスクがあった。しかし、1990㹼1999年に出㢪されたインクᾮのྤ出ไᚚの特チ⩌は、6.1.

で㏙たように高精⣽・カラー・写┿画㉁の印ๅにᚲ㡲な特チであり、➨二ୡ代の基本特チ⩌をᙧᡂし

た。これらは➨一ୡ代の基本特チ出㢪から⣙ 10 年ᚋに出㢪され、ᚲ㡲特チᶒ者のᆅの⥅続を可能に

した㸦ຍ⸨ ンࢯッドの場合は、インクᾮをᩚえる㥑動パルスἼᙧに関するエプ࣊方ᘧࢰエࣆ。（2010

の特チ(11)が➨二ୡ代のᚲ㡲特チ⩌となった。 

 ➨二の対策は、インクの目ワまり㜵Ṇに関する特チのྲྀ得がある。インクが乾⇱して࣊ッドや࣊ッド

内流㊰に╔すると正ᖖな印ๅができない。このため、インクの目ワまり㜵Ṇ特チはᚲ㡲特チとなる。

これらの特チは機構が༢純であるため、これを代᭰する発明が生れる可能性が低い。このようにインク

ジ࢙ットの原理発明ではないが〇ရ化にはᚲ㡲な特チのྲྀ得が、ᚲ㡲特チ保᭷⥅続に㈉献した。 

7.2. 同┕外部からのᨷᧁに対ᢠする要件 

同┕ 3社௨外にもインクジ࢙ットプリンタᢏ⾡を㛤発した業もあるが、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕によ

るᑓ᭷可能性が持続した。ここではリࢧーチクエスチࣙン[RQ2]でᥦ㉳したᚲ㡲特チによる参ධ㞀ቨを

ᡴ◚しようとする同┕外からのᨷᧁにどのように対ᢠしたかを考察する。 

㸦㸱）同┕外業がᚲ㡲特チをྲྀ得することをᢚṆする 

 ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕௨外の業がᚲ㡲特チをྲྀ得すると、ᚲ㡲特チ⩌による参ධ㞀ቨがᔂቯして同

┕はᑓ᭷可能性を႙ኻする。この状態をᢚṆするために、同┕ྛ社は௨ୗの対策をᐇした。 

➨一の対策は、同┕㸱社௨外でᕷ場参ධをヨࡳた業よりはるかに多ᩘのᢏ⾡者をᢞධして大㔞に特チ

出㢪したことである。これが、同┕者௨外がᚲ㡲特チをྲྀ得する機会を๐いだ。ᅗ-1にキࣖノン、エプ

ット特チを出㢪した࢙同時ᮇにインクジ、ࡧンの特チ出㢪ᩘと発明者ᩘの᥎⛣、ཬࢯ A 社、B 社のそれ

とをẚ㍑した。このグラࣇが♧すように、同┕ 3社は他社をᅽಽする発明リࢯースを他社にඛ行してᢞ

ධしたことが分かる。キࣖノンはᚲ㡲特チ⩌による他社参ධ㞀ቨ構築という➇தᡓ␎に基づき、ᚲ㡲特

チにຍえそれに‽ずる特チや自社ではᐇしないが他社がྲྀ得する可能性のある特チ⩌も出㢪した㸦ຍ

⸨ 2010）。 

 ➨二の方法は、同┕外業の出㢪がᚲ㡲特チとなるリスクをᅇ㑊したことである。キࣖノンはバࣈル

ジ࢙ット方ᘧの㛤発╔手時ᮇに、バࣈルジ࢙ット方ᘧのᚲ㡲特チとなる可能性がある C社の出㢪を発見

した。もし、C 社がᛮ慮῝く⿵正するとバࣈルジ࢙ット方ᘧのᚲ㡲特チとなるリスクを察知したキࣖノ

ンは、༏ྡによる➨୕者ᑂ査ㄳồという特チ法が認める手続きを用して C社が⿵正する機会をᐇ㉁的

に㏥け、C社がᚲ㡲特チをྲྀ得することをᅇ㑊した(ຍ⸨ 2010)。 

㸦㸲）特チᐖရの生⏘をᢚṆする 

 他社によるᚲ㡲特チᐖ〇ရの生⏘・㈍をᢚṆしなけれࡤᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕はᑓ᭷可能性を႙

ኻする。えࡤ、特チᐖရのྲྀ⥾まりがᅔ㞴なᅜでの生⏘・㈍がこれにあたる。 

インクジ࢙ットプリンタの同┕ྛ社は、インクジ࢙ット࣊ッドの〇造で用いる高ᗘな生⏘ᢏ⾡とノウ

状のインクᾮ⌫、ࡤウを保᭷し、それを社内に␃めたことで、特チᐖရの生⏘をᢚṆした。えࣁ

の安定したྤ出にはノࢬル✰は┿にຍ工されなけれࡤならない。ノࢬル✰のཱྀᚄはᚤᑠであり、また、

多ᩘのノࢬル✰を正確なཱྀᚄにຍ工しなけれࡤならない。キࣖノンはこれをᐇ現するために⊂自にレー

ザຍ工ᢏ⾡を㛤発した。ࣆエࢰᆺインクジ࢙ット࣊ッドを構ᡂする✚ᒙᆺセラ࣑ックのຍ工には⧄⣽な

ຍ工ᢏ⾡がᚲ要であり、エプࢯンは機Ეᘧ時計の生⏘で㣴ったຍ工ᢏ⾡とノウࣁウを活用した(⸨田

2002)。また、༙ᑟయやᾮᬗで㉳きたように、〇造⨨࣓ーカによる生⏘タഛ౪給をした生⏘ᢏ⾡・

ノウࣁウの流出が㉳きなかった。 

日本や⡿ᅜなどでは࣊ッドの生⏘ᢏ⾡を自社㛤発できる業がᏑᅾしたが、特チᐖရのྲྀ⥾やᶒ

行が᭷ຠであり、他方、特チᶒᐖに対するྲྀり⥾まりや特チᐖッゴがᅔ㞴なᅜでは、このような

高ᗘな生⏘ᢏ⾡やノウࣁウを自社㛤発する業はなかった。このように、インクジ࢙ットプリンタの特

チᶒと高ᗘな生⏘ᢏ⾡とノウࣁウいう特チᶒ௨外の➇த要因を」合したことで、特チᐖရをᢚṆする

ことができた。 

ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕をᡂ❧・⥅続させ、同┕外からのᨷᧁに対ᢠする要件㸦㸯）㸦㸰）㸦㸱）㸦㸲）

をᐇ㊶するには、通ᖖの知的㈈⏘活動の範ᅖを㉸えたᡓ␎的な⤒Ⴀ活動がᚲ要である。ᚲ㡲特チという

法的な参ධ㞀ቨは、インクジ࢙ット࣊ッドの生⏘ᢏ⾡・ノウࣁウの社内保᭷という異なる➇த要因に⿵

されることで、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕はᑓ᭷可能性を⥔持できた。特チᶒによるイノ࣋ーࣙࢩンのᑓ

᭷可能性は他の➇த要因とẚ㍑して低いと分析した Carnegie Mellon Survey㸦Cohen2000）は、事業の

ᑓ᭷可能性はᗄつかの要因の」合でᐇ現されている報告しているが、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕は特チᶒと

それ௨外の➇த要因を」合したᑓ᭷可能性の事とゝえる。 

 

8㸬結論 

 本論文は、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕が特チᶒによるイノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性を生ࡳ出すことをイン

クジ࢙ットプリンタの事を用いてᥦ♧した。また、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕をᡂ❧・⥅続させ、同┕外

からのᨷᧁに対ᢠする要件を明らかにした。その要件はḟの㸲項目に⧳められる。 

 㸦㸯）同┕ဨが少ᩘでその事業構造が㢮ఝである 

 㸦㸰）ᚲ㡲特チを⥅続的にྲྀ得する 

 㸦㸱）同┕外業によるᚲ㡲特チのྲྀ得をᢚṆする 

 㸦㸲）特チᐖရの生⏘をᢚṆする 

 事分析の同┕ྛ社はインクジ࢙ットプリンタをᢏ⾡㛤発し、ᕷ場出したというⅬでᢏ⾡とᕷ場の

イノ࣋ーターとࡪにࡩさࢃしい。᭦に、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕という特チᶒをᕦࡳに活用して➇தඃ

を⥅続させるᡓ␎を出し、ᐇ㊶した知的㈈⏘ᶒᡓ␎のイノ࣋ーターでもある。 

 ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕をᐇ㊶するには通ᖖの知的㈈⏘ᶒ活動にຍえ、〇造ノウࣁウや業アライアン

スなどの⤒Ⴀᡓ␎を」合することがᚲ要となる。これが、ᬯ㯲の知的㈈⏘ᶒ同┕が⏘業⏺で多ᩘ見受け

られず、また、一᪦構築したならࡤ他社からᡴ◚されにくい理⏤であろう。 
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